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研究 目的

最近、古武術の身体操法をスポーッに応用し、バス

ケットボールや陸上競技等の競技力を向上することが

報告されているのうつ。 この古武術の身体操法である

「捻らない」「ためない」「うねらない」「ひねらない」

「踏ん張らない」「蹴らない」などの動作は、効率的で

無理がないとされ、その中で 「蹴らない」動作では

「重力を味方につける」ことの重要性が指摘されてい

る°7)。

重力は、地球上に存在する物体に対して常に下向き

に作用する力である。ヒトの直立姿勢では、身体重心

を狭い基底面内に保持するため、重力に対する抗力と

して筋力を発揮する。二足による直立姿勢は、解剖学

的には全体重を大腿骨、その下の圧骨と勝骨、歴骨直

下の距骨および足底面によつて支持する。足底面は、

主に足アーチを形成する拇指球と踵の2点で支持され、

古武術における位置エネルギーを利用した前進動作の効果
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本研究は、健常な女子大学生 15名を対象として、直立姿勢から 「抜き動作」と 「蹴り動作」の2条 件によ

る一歩踏み出す前進動作を行わせ、両動作の差異を筋電図および床反力を手がかりとして比較 ・検討した。

本研究の 「蹴り動作」を基準とした 「抜き動作」の結果は以下の通りである。

1)筋放電量は、主動筋である大腿直筋に0.1%水準の有意な増大、勝腹筋には0。1%水 準の有意な減少が認め

られた。2)鉛 直分力は、ピーク値が5%水 準の有意な増大、力積には0.1%水準の有意な減少が認められた。

抜重に伴う鉛直分力の最小値は、被験者体重の71%で あった。3)水 平分力は、ピ
ーク値が 1%水 準の有意な

増大、力積と平均水平分力には0.1%水準の有意な増大が認められた。4)キ ック角度は、0.1%水準の有意な

減少が認められた。5)前 進速度は0.1%水準の有意な増大が認められた。6)動 作時間は、前傾動作時間が 1

%水 準、全動作時間には0。1%水 準の有意な短縮が認められた。

「蹴り動作」を基準とした 「抜き動作」の相対値は、勝腹筋放電量が 56%の 減少、前傾動作時間が 22%の

短縮、鉛直成分の力積が H%の 減少、動作時間が H%の 短縮、キック角度が 1%の 減少、鉛直分力のピ
ーク

値が7%の 増大、水平成分の力積が 12%の増大、水平分力のピーク値が 15%の増大、大腿直筋放電量が49%

の増大であり、これらの結果は、「抜き動作」が 「蹴り動作」に比較して末梢筋活動の軽減 ・床反力の増大 。

動作時間の短縮といった多くの利点を有する効率的な動作であることを示唆するものである。

』
日要

前方に移動するためには距骨付近にある重心落下点が

これらの足底支持点より前方に移動しなければならない。

ヒトの一般的な前進動作では、距骨より爪先側にあ

る拇指球で地面を蹴って前進することが多い。しかし、

拇指球で地面を蹴る場合は、拇指球が距骨付近にある

重心落下点よりも前方にあるため、前傾姿勢をとり重

心落下点を拇指球側に移動させるという予備動作が必

要である。小田
→つは、この重心落下点と拇指球での

重心支持点が一致している場合には力学的には直立姿

勢と変わらず、さらに下肢筋群の筋力発揮による地面

反力によって身体を前進させなければならないと報告

している。
一方、宮本武蔵は、「爪先を浮けて踵を強く踏むべ

し」 と踵に意識を置 くことの重要性を 「五輪の

書」Dに 記している。また、甲野ら
→つは爪先の拇指球

側ではなく、重心落下点より後方の踵側に足底支持点

を移して静的安定を崩し、重心が落下していく位置エ
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